
去
る
七
月
三
十
日
と

三
十
一
日
の
一
泊
二
日

で
今
年
で
十
回
目
と
な

る
夏
休
み
の
寺
子
屋
を

開
校
い
た
し
ま
し
た
。

市
内
の
小
学
校
か
ら

三
十
九
人
の
小
学
生

が
集
ま
り
境
内
に
子

供
た
ち
の
元
気
な
声

が
響
き
ま
し
た
。

今
年
も
島
根
県
立

大
学
の
学
生
四
人
が

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
協

力
、
ま
た
本
年
は
寺

子
屋
を
経
験
し
た
中

学
生
の
女
の
子
が
子
供

た
ち
と
ゲ
ー
ム
を
し
て

遊
ん
で
く
れ
、
思
わ
ぬ

助
っ
人
に
感

心
し
ま
し
た
。

子
供
た
ち

の
お
母
さ
ん

が
作
っ
て
く

れ
た
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
を
、

み
ん
な
が
お

代
わ
り
を
し

て
お
釜
が
底

を
つ
く
ほ
ど

で
し
た
。

夜
は
県
大

生
に
よ
る
肝

だ
め
し
や
花

火
大
会
で
楽

し
い
想
い
出

も
。
一
日
目

の
最
後

は
本

堂
で
座
禅
と
唱
題
行

の
修
行
体
験
を
し
ま

し
た
。

二
日
目
の
午
前
中

は
、
お
経
を
丁
寧
に

写
経
し
、
仏
様
と
の

約
束
と
感
想
文
を
書
い

た
り
、
マ
ン
ダ
ラ
塗
り

絵
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
協
力
と

参
加
を
い
た
だ
き
、
今

年
も
夏
休
み
の
お
寺
で

の
体
験
が
子
供
た
ち
の

心
の
ど
こ
か
に
残
り
、

仏
様
の
種
と
な
る
こ
と

を
願
い
一
泊
二
日
の
寺

子
屋
が
無
事
終
了
し
た

事
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

合
掌

毎
年
八
月
、
お
盆
明

け
の
十
八
日
に
龍
泉
寺

で
は
盂
蘭
盆
会
施
餓
鬼

法
要
が
行
わ
れ
ま
す
。

盂
蘭
盆
会
と
は
イ
ン
ド

の
言
葉
で
ウ
ラ
ン
バ
―

ナ
、
逆
さ
吊
り
に
さ
れ

た
苦
し
み
を
表
す
言
葉

が
語
源
で
す
。
お
釈
迦

様
ご
在
世
の
時
代
に
、

神
通
力
第
一
の
目
連
尊

者
（
モ
ッ
ガ
ラ
ー
ナ
）

の
お
母
様
を
、
貪
り
の

心
故
に
落
ち
た
餓
鬼
界

か
ら
救
う
為
に
行
わ
れ

た
の
が
施
餓
鬼
法
要
の

始
ま
り
で
す
。

全
て
の
苦
し
む
人
々

の
魂
を
救
う
為
に
、
申

込
み
の
塔
婆
を
建
立
し
、

ご
出
仕
の
上
人
と
参
詣

の
皆
様
と
共
に
荘
厳
に

法
要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
法
要
に
先
立

ち
今
年
は
山
口
市
よ
り

常
妙
寺
副
住
職
、
吉
木

祥
介
上
人
よ
り
お
盆
の

法
話
を
頂
戴
い
た
し
ま

し
た
。

ま
ん
だ
ら
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暑
さ
の
厳
し
か
っ
た
今

年
の
夏
も
よ
う
や
く
終
わ

り
、
秋
の
お
彼
岸
を
迎
え

ま
す
。
秋
分
の
日
を
は
さ

み
前
後
の
一
週
間
、
仏
様

と
ご
先
祖
様
に
感
謝
を
捧

げ
、
日
々
の
生
活
に
追
わ

れ
が
ち
な
私
達
の
心
を
磨

く
大
切
な
時
期
で
す
。

当
山
で
は
下
記
の
如
く

お
彼
岸
の
行
事
を
行
い
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
参
詣
下

さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。

合
掌

記

○
清
掃
奉
仕

九
月
十
八
日
（
火
）

午
前
九
時
よ
り
本
堂
・

境
内
・
墓
地
等

※
こ
の
日
は
昼
食
休
憩
後

午
後1

時
よ
り
守
護
神
講

の
法
要
と
和
讃
練
習
を
行

い
ま
す
。

○
秋
季
彼
岸
法
要

九
月
二
十
二
日
（
土
）

秋
分
の
日

午
後
二
時
よ
り

彼
岸
法
要
法
話

ぼ
た
餅
供
養

以
上

秋
季
彼
岸
法
要
ご
案
内

編
集
後
記

八
月
の
終
わ
り
に
高

校
三
年
の
長
男
と
上

京
し
、
池
上
本
門
寺

を
お
参
り
し
た
。
そ

し
て
今
年
で
九
十
三

歳
に
な
ら
れ
る
酒
井

日
慈
貫
首
さ
ま
に
面

会
さ
せ
て
頂
い
た
。

自
分
が
僧
侶
の
道

を
歩
こ
う
と
決
め
た

の
は
三
十
歳
で
当
時

の
局
長
で
在
ら
れ
た

貫
首
さ
ま
の
導
き
に

よ
る
の
で
あ
っ
た
。

大
学
選
択
を
前
に

し
て
十
八
歳
に
な
る

息
子
に
人
生
の
選
択

を
迫
る
の
は
少
々
せ
っ

か
ち
で
酷
な
気
も
す

る
。
願
わ
く
ば
三
人

の
子
供
が
、
目
に
は

見
え
ね
ど
も
沢
山
の

導
き
で
仏
様
の
道
を

そ
れ
ぞ
れ
歩
ん
で
欲

し
い
と
願
う
。
再
拝

法華経を学ぶ
９月１６日（日） 午後３時より

信解品第四のお話です
９月の唱題行

９月２５日（火）彼岸結願日夜７時より

平
成
二
十
四
年

盂
蘭
盆
会
施
餓
鬼
法
要

境
内
で
仕
掛
け
花
火

寺
子
屋
卒
の
中
学
生
お
手
伝
い

就
寝
前
に
座
禅
で
精
神
統
一

揃
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
夕
食
会

朝
は
元
気
に
ラ
ジ
オ
体
操

最
初
に
開
校
式
の
お
話
し


